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1月3日は日本遺産認定区域内にある
四王寺毘沙門堂詣り

コロナに負けない世界を

３６０°パノラマの井野山山頂から望む
初日の出ずっと
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見えて

よかったです

議会広報では、
新型コロナウイルス感染防止策をとって

撮影しています。
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いざという時に使える知恵を身につけよう
防災教育に力を入れています

河原谷難所ヶ滝に大氷柱
厳冬期のみ現れる幻の氷瀑

河原（ごうら）のしずくに決定
三郡山系岩盤地下水の名称は

　一本松公園にある三郡山系岩盤地下水の愛称が
「河原（ごうら）のしずく」に決定しました。
　河原のしずくで淹れたお茶やコーヒーは格別で
す。今後は、町の魅力をアピールする看板の設置を
予定していますので、「宇美の岩盤地下水河原（ご
うら）のしずく」をぜひご利用ください。議会とし
ても周知に努め、応援していきます。

　バケツリレーによる消火訓練を体験。仲間と共同して、素早く
消火活動に努める行動がいざという時に役に立ちます。

可愛らしい雪ダルマがあちこちに 宇美林道河原谷支線に光の道

命名者の山田正義さん

 難所ヶ滝は厳冬期のみ出現する幻の滝と言わ
れています。岩肌に滴る雪解け水が凍りつく
ことで見事な氷瀑が出現します。
 平地で最低気温マイナス３度以下が数日続い
たときだけ現れ、これだけ見事な大氷柱がで
きたのは久しぶりと言われています。

　防災キャンプで段ボールを使ったパーテーション
づくりを体験しました。

　消火器の正しい使い方を学ぶために、水消火器を
使った消火訓練を実施しました。

　中学生になると避難された高齢者等をサポートす
る側に回らなくてはいけないという自覚が大切にな
ってきます。
　これまでは体育館で雑魚寝状態だった避難所でし
たが、感染症対策やプライバシーを確保するために
有効なパーテーションの設置方法を学びました。
　このパーテーションは国の交付金を活用して購入
され、9月の台風の接近時にも使われました。

　「災害が起こったとき、避難所で自分たちができる
ことについて考えよう」をテーマに各自治会ごとに分
かれて話し合いを行いました。
　いざ災害が発生した際、パニックにならずに迅速な
行動をとるためには、頭を整理しておく必要があり、
事前準備と心構えの備え、机上訓練などの体験が重要
な役割を果たします。

　宇美町役場では昨年1月の機構改革により、危機
管理課が発足し、職員が出前講座による講師やゲ
ストティーチャーとなって、各小中学校の防災教
育に力を入れています。
 井野小学校では、10月15日・16日に校内防災キャ
ンプが開かれ、避難所設営を想定して段ボールで
パーテーションを作成し、防災クッキングなどを
チャレンジされました。
　また、宇美東小学校では、10月23日の防災授業
にてバケツリレーや水消火器を使った消火訓練が
行われ、宇美南中学校では、11月14日に防災教育
として、災害時に避難所で自分たちに何ができる
のかをテーマに話し合いが行われました。このよ
うに、今後、各学校で定期的に防災教育や訓練を
実施されることを期待しつつ、議会として防災教
育の充実に向けて支援していきます。

　年始の大寒波で三郡山系の河原谷難所ヶ滝で大氷柱が出現
しました。このところの暖冬で、久しぶりに見ごたえのある大氷柱に
成長しました。
　大みそかに続き1月9日に二度目の登山をされた、四王寺坂在住
の高木愛恵美さんは、「氷の滝は大晦日の時とは違って荒 し々い
感じ。見に来るたびにその表情が違うのが面白いです」とＳＮＳで
情報発信されていました。
　難所ヶ滝へは、宇美町の一本松公園まで車で行けますが、積雪
時にはチェーンが必要です。また、雪山対策の装備をしっかり行っ
て雪山登山を楽しんでください。滑り止めのアイゼンは必須です。
　宇美町議会も宇美町の宝物を発掘し皆様にお知らせすること
で、郷土（ふるさと）への愛着を広めていきたいと考えています。

宇美東小学校

井野小学校

宇美南中学校

ご  う　　　ら　　　だ  に　  な  ん        しょ         が      た  き お   お     つ  ら         ら
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防災教育に力を入れています

河原谷難所ヶ滝に大氷柱
厳冬期のみ現れる幻の氷瀑

河原（ごうら）のしずくに決定
三郡山系岩盤地下水の名称は

　一本松公園にある三郡山系岩盤地下水の愛称が
「河原（ごうら）のしずく」に決定しました。
　河原のしずくで淹れたお茶やコーヒーは格別で
す。今後は、町の魅力をアピールする看板の設置を
予定していますので、「宇美の岩盤地下水河原（ご
うら）のしずく」をぜひご利用ください。議会とし
ても周知に努め、応援していきます。

　バケツリレーによる消火訓練を体験。仲間と共同して、素早く
消火活動に努める行動がいざという時に役に立ちます。

可愛らしい雪ダルマがあちこちに 宇美林道河原谷支線に光の道

命名者の山田正義さん

 難所ヶ滝は厳冬期のみ出現する幻の滝と言わ
れています。岩肌に滴る雪解け水が凍りつく
ことで見事な氷瀑が出現します。
 平地で最低気温マイナス３度以下が数日続い
たときだけ現れ、これだけ見事な大氷柱がで
きたのは久しぶりと言われています。

　防災キャンプで段ボールを使ったパーテーション
づくりを体験しました。

　消火器の正しい使い方を学ぶために、水消火器を
使った消火訓練を実施しました。

　中学生になると避難された高齢者等をサポートす
る側に回らなくてはいけないという自覚が大切にな
ってきます。
　これまでは体育館で雑魚寝状態だった避難所でし
たが、感染症対策やプライバシーを確保するために
有効なパーテーションの設置方法を学びました。
　このパーテーションは国の交付金を活用して購入
され、9月の台風の接近時にも使われました。

　「災害が起こったとき、避難所で自分たちができる
ことについて考えよう」をテーマに各自治会ごとに分
かれて話し合いを行いました。
　いざ災害が発生した際、パニックにならずに迅速な
行動をとるためには、頭を整理しておく必要があり、
事前準備と心構えの備え、机上訓練などの体験が重要
な役割を果たします。

　宇美町役場では昨年1月の機構改革により、危機
管理課が発足し、職員が出前講座による講師やゲ
ストティーチャーとなって、各小中学校の防災教
育に力を入れています。
 井野小学校では、10月15日・16日に校内防災キャ
ンプが開かれ、避難所設営を想定して段ボールで
パーテーションを作成し、防災クッキングなどを
チャレンジされました。
　また、宇美東小学校では、10月23日の防災授業
にてバケツリレーや水消火器を使った消火訓練が
行われ、宇美南中学校では、11月14日に防災教育
として、災害時に避難所で自分たちに何ができる
のかをテーマに話し合いが行われました。このよ
うに、今後、各学校で定期的に防災教育や訓練を
実施されることを期待しつつ、議会として防災教
育の充実に向けて支援していきます。

　年始の大寒波で三郡山系の河原谷難所ヶ滝で大氷柱が出現
しました。このところの暖冬で、久しぶりに見ごたえのある大氷柱に
成長しました。
　大みそかに続き1月9日に二度目の登山をされた、四王寺坂在住
の高木愛恵美さんは、「氷の滝は大晦日の時とは違って荒 し々い
感じ。見に来るたびにその表情が違うのが面白いです」とＳＮＳで
情報発信されていました。
　難所ヶ滝へは、宇美町の一本松公園まで車で行けますが、積雪
時にはチェーンが必要です。また、雪山対策の装備をしっかり行っ
て雪山登山を楽しんでください。滑り止めのアイゼンは必須です。
　宇美町議会も宇美町の宝物を発掘し皆様にお知らせすること
で、郷土（ふるさと）への愛着を広めていきたいと考えています。
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令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
、

７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は

財
産
の
取
得
案
２
件
、
工
事
請
負

契
約
変
更
案
２
件
、
条
例
案
４

件
、
予
算
案
５
件
す
べ
て
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
、
議

員
発
議
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
８
議
員
が
10
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

12月
定例会マイナンバーカードの利用で

印鑑登録証明書・住民票の写しを取得

コンビニ交付サービスの導入（令和３年２月１日～）

きれいになった宇美中学校体育館

財
産
の
取
得

補
正
予
算

条

　例

請

　願

議
員
発
儀

工
事
請
負
契
約
締
結
の

議
決
内
容
の
一
部
変
更

　
避
難
所
の
感
染
対
策
と
し
て
機
材

等
を
購
入
。

蓄
電
池
　
　
　
５
台

発
電
機
（
ガ
ソ
リ
ン
式
）
８
台

発
電
機
（
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
式
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
台

契
約
金
額
　
１
７
７
１
万
円

契
約
相
手
　
㈱
赤
尾
　
福
岡
支
店

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

簡
易
ト
イ
レ
一
式
　
30
セ
ッ
ト

契
約
金
額
　
８
１
４
万
円

契
約
相
手
　
㈱
赤
尾
　
福
岡
支
店

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

桜
原
小
学
校
校
舎
外
壁
等
改
修
工
事

　
外
壁
改
修
の
施
工
数
量
の
増
工
、

屋
上
防
水
改
修
方
法
の
変
更
等
に
よ

り
、
契
約
額
を
変
更
。

・
変
更
前
　
１
億
２
５
５
１
万
円

・
変
更
後
　
１
億
５
４
５
１
万
７
千
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
中
学
校
体
育
館
外
壁
等
改
修
工
事

　
外
壁
改
修
の
施
工
数
量
の
増
工
、

防
水
施
工
範
囲
の
拡
充
、
開
閉
窓

の
仕
様
変
更
等
に
よ
り
、
契
約
額

を
変
更
。

・
変
更
前
　
９
３
２
８
万
円

・
変
更
後
　
１
億
９
３
２
万
９
千
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
伴

い
印
鑑
登
録
証
明
書
及
び
住
民
票
の

写
し
の
交
付
手
数
料
を
改
正
。
１
枚

２
５
０
円
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

※

万
円
未
満
四
捨
五
入

令
和
２
年
度
宇
美
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
４
３

９
万
円
を
追
加
、
予
算
総
額
を
１
６

９
億
８
０
０
９
万
円
と
す
る
。

11
月
３
日
に
火
災
で
焼
失

し
た
宇
美
八
幡
宮
保
育
園

へ
の
町
の
補
助
５
千
万
円
に
つ
い

て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
活

用
で
き
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
よ

る
支
援
を
ま
ち
づ
く
り
課
に

町
長
の
専
決
処
分
に
関
す
る
条
例

　
損
害
賠
償
額
50
万
円
（
交
通
事
故

は
１
２
０
万
円
）
ま
で
の
賠
償
額
の

決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て
、※

専
決

処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
提
出
者
　
　
南
里
　
正
秀
議
員

　
　
賛
成
者
　
　
小
林
　
征
男
議
員

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
公
用
車
と
電
動
自
転
車
と
の
接
触

事
故
。
損
害
賠
償
の
額
43
万
４
９
６

０
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定

　
町
職
員
、
特
別
職
、
議
員
の
期
末

手
当
を
０
．０
５
月
分
減
額
。
会
計
年

度
任
用
職
員
は
翌
年
度
か
ら
適
用
。

（
賛
成
11
：
反
対
１
で
可
決
）

11
月
臨
時
会

問

依
頼
、
ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て

園
舎
の
再
建
応
援
に
対
す
る
寄
附
の

お
願
い
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
東
小
学
校
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
を
求
め
る
請
願

　
請
願
者
　
宇
美
東
小
学
校
区

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
中
岡
　
清
美
会
長

　
紹
介
議
員
　
　
藤
木
　
　
泰
議
員

　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
　
悟
議
員

　
　
　
　
　
　
　
吉
原
　
秀
信
議
員

　
　
　
　
　
　
　
飛
賀
　
貴
夫
議
員

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

公
立
小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
に
向
け
た
財
政
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　
提
出
者
　
　
飛
賀
　
貴
夫
議
員

　
　
賛
成
者
　
　
白
水
　
英
至
議
員

　
　
　
　
　
　
　
脇
田
　
義
政
議
員

　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
　
悟
議
員

　
　
　
　
　
　
　
吉
原
　
秀
信
議
員

　
　
　
　
　
　
　
藤
木
　
　
泰
議
員

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補
正
予
算

写
し
の
交
付
手
数
料
を
改
正
。
１
枚

２
５
０
円
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

答

※

専
決
処
分
と
は

　
議
会
が
議
決
す
べ
き
事
件
（
予
算
や

条
例
な
ど
）
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急
を

要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
な
い
と
き
や
、
軽
易
な
事
項
で

あ
ら
か
じ
め
議
決
に
よ
り
指
定
し
て
い

る
事
項
（
今
回
の
条
例
の
内
容
）
は
、

議
会
の
議
決
を
経
ず
に
町
長
の
権
限
で

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
議
会
で

報
告
し
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
今
回
の
条
例
で
決
定
し
た
専
決

処
分
は
報
告
の
み
）

討

　
　論

審
議
結
果

可決

議案名

議員名
南
里
正
秀

白
水
英
至

飛
賀
貴
夫

小
林
征
男

脇
田
義
政

黒
川

　悟

吉
原
秀
信

入
江
政
行

藤
木

　泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

宇美町職員の給与に関する条例等の一部改正・・・・
職員、議会議員、町長、副町長及び教育長の期末手当
の減額改定

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

令和２年11月臨時会　表決一覧

議　案　名

和解及び損害賠償額の決定・・・・公用車による人身事故について、和解し、損害賠償額を決定

令和２年12月定例会　表決一覧全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案
議　案　名

財産の取得・・・・感染症対策避難所用蓄電池等購入

財産の取得・・・・感染症対策簡易トイレ一式購入

宇美町印鑑条例の一部改正・・・・コンビニ交付サービス導入に伴う印鑑登録証明の申請方法等の改正

令和２年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第２号）・・・・収益的支出28万3000円追加し、計7億2965万1000円

請願・・・・宇美東小学校体育館へのエアコン整備を求める請願

発議・・・・公立小中学校の体育館へのエアコン整備に向けた財政支援の拡充を求める意見書の提出

工事請負契約の議決内容の一部変更・・・・令和２年度桜原小学校外壁等改修工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請負契約額2900万7000円増額し、1億5451万7000円
工事請負契約の議決内容の一部変更・・・・令和２年度宇美中学校体育館外壁等改修工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請負契約額1604万9000円増額し、1億932万9000円

宇美町下水道条例の一部改正・・・・排水設備工事指定工事店の指定及び責任技術者の登録に関する手数料の見直し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　更新手続きを条例に規定

宇美町都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び・・・・特例基準割合を延滞金特例基準割合に改正
宇美町後期高齢者医療に関する条例の一部改正

宇美町手数料条例の一部改正・・・・コンビニ交付サービス導入に伴う印鑑登録証明書及び住民票の写しの
　　　　　　　　　　　　　　　　　交付手数料等の改正

令和２年度　宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）・・・・歳入歳出95万4000円追加し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算総額4億5988万5000円

令和２年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）・・・・歳入歳出257万2000円追加し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算総額40億3915万3000円

令和２年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計・・・・収益的収入16万4000円追加し、計10億970万7000円
　　　　　　補正予算（第１号）　　　　　　　　　　　収益的支出72万8000円減額し、計8億7421万8000円

令和２年度　宇美町一般会計補正予算（第６号）・・・・歳入歳出2億9439万2000円追加し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算総額169億8008万8000円

発議・・・・町長の専決処分に関する条例の制定
　　　　　　（交通事故の場合120万円以下またはその他50万円以下の和解及び損害賠償を専決処分とする）

4
令和３年２月15日発行

うみ議会だより No.80

特
　
　
　
集

定
例
会

一
般
質
問

各
種
委
員
会
活
動



　
令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
、

７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は

財
産
の
取
得
案
２
件
、
工
事
請
負

契
約
変
更
案
２
件
、
条
例
案
４

件
、
予
算
案
５
件
す
べ
て
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
、
議

員
発
議
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
８
議
員
が
10
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

12月
定例会マイナンバーカードの利用で

印鑑登録証明書・住民票の写しを取得

コンビニ交付サービスの導入（令和３年２月１日～）

きれいになった宇美中学校体育館

財
産
の
取
得

補
正
予
算

条

　例

請

　願

議
員
発
儀

工
事
請
負
契
約
締
結
の

議
決
内
容
の
一
部
変
更

　
避
難
所
の
感
染
対
策
と
し
て
機
材

等
を
購
入
。

蓄
電
池
　
　
　
５
台

発
電
機
（
ガ
ソ
リ
ン
式
）
８
台

発
電
機
（
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
式
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
台

契
約
金
額
　
１
７
７
１
万
円

契
約
相
手
　
㈱
赤
尾
　
福
岡
支
店

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

簡
易
ト
イ
レ
一
式
　
30
セ
ッ
ト

契
約
金
額
　
８
１
４
万
円

契
約
相
手
　
㈱
赤
尾
　
福
岡
支
店

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

桜
原
小
学
校
校
舎
外
壁
等
改
修
工
事

　
外
壁
改
修
の
施
工
数
量
の
増
工
、

屋
上
防
水
改
修
方
法
の
変
更
等
に
よ

り
、
契
約
額
を
変
更
。

・
変
更
前
　
１
億
２
５
５
１
万
円

・
変
更
後
　
１
億
５
４
５
１
万
７
千
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
中
学
校
体
育
館
外
壁
等
改
修
工
事

　
外
壁
改
修
の
施
工
数
量
の
増
工
、

防
水
施
工
範
囲
の
拡
充
、
開
閉
窓

の
仕
様
変
更
等
に
よ
り
、
契
約
額

を
変
更
。

・
変
更
前
　
９
３
２
８
万
円

・
変
更
後
　
１
億
９
３
２
万
９
千
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
伴

い
印
鑑
登
録
証
明
書
及
び
住
民
票
の

写
し
の
交
付
手
数
料
を
改
正
。
１
枚

２
５
０
円
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

※

万
円
未
満
四
捨
五
入

令
和
２
年
度
宇
美
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
４
３

９
万
円
を
追
加
、
予
算
総
額
を
１
６

９
億
８
０
０
９
万
円
と
す
る
。

11
月
３
日
に
火
災
で
焼
失

し
た
宇
美
八
幡
宮
保
育
園

へ
の
町
の
補
助
５
千
万
円
に
つ
い

て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
活

用
で
き
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
よ

る
支
援
を
ま
ち
づ
く
り
課
に

町
長
の
専
決
処
分
に
関
す
る
条
例

　
損
害
賠
償
額
50
万
円
（
交
通
事
故

は
１
２
０
万
円
）
ま
で
の
賠
償
額
の

決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て
、※

専
決

処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
提
出
者
　
　
南
里
　
正
秀
議
員

　
　
賛
成
者
　
　
小
林
　
征
男
議
員

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
公
用
車
と
電
動
自
転
車
と
の
接
触

事
故
。
損
害
賠
償
の
額
43
万
４
９
６

０
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定

　
町
職
員
、
特
別
職
、
議
員
の
期
末

手
当
を
０
．０
５
月
分
減
額
。
会
計
年

度
任
用
職
員
は
翌
年
度
か
ら
適
用
。

（
賛
成
11
：
反
対
１
で
可
決
）

11
月
臨
時
会

問

依
頼
、
ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て

園
舎
の
再
建
応
援
に
対
す
る
寄
附
の

お
願
い
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
東
小
学
校
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
を
求
め
る
請
願

　
請
願
者
　
宇
美
東
小
学
校
区

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
中
岡
　
清
美
会
長

　
紹
介
議
員
　
　
藤
木
　
　
泰
議
員

　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
　
悟
議
員

　
　
　
　
　
　
　
吉
原
　
秀
信
議
員

　
　
　
　
　
　
　
飛
賀
　
貴
夫
議
員

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

公
立
小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
に
向
け
た
財
政
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　
提
出
者
　
　
飛
賀
　
貴
夫
議
員

　
　
賛
成
者
　
　
白
水
　
英
至
議
員

　
　
　
　
　
　
　
脇
田
　
義
政
議
員

　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
　
悟
議
員

　
　
　
　
　
　
　
吉
原
　
秀
信
議
員

　
　
　
　
　
　
　
藤
木
　
　
泰
議
員

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補
正
予
算

写
し
の
交
付
手
数
料
を
改
正
。
１
枚

２
５
０
円
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

答

※

専
決
処
分
と
は

　
議
会
が
議
決
す
べ
き
事
件
（
予
算
や

条
例
な
ど
）
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急
を

要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
な
い
と
き
や
、
軽
易
な
事
項
で

あ
ら
か
じ
め
議
決
に
よ
り
指
定
し
て
い

る
事
項
（
今
回
の
条
例
の
内
容
）
は
、

議
会
の
議
決
を
経
ず
に
町
長
の
権
限
で

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
議
会
で

報
告
し
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
今
回
の
条
例
で
決
定
し
た
専
決

処
分
は
報
告
の
み
）

討

　
　論

審
議
結
果

可決

議案名

議員名
南
里
正
秀

白
水
英
至

飛
賀
貴
夫

小
林
征
男

脇
田
義
政

黒
川

　悟

吉
原
秀
信

入
江
政
行

藤
木

　泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

宇美町職員の給与に関する条例等の一部改正・・・・
職員、議会議員、町長、副町長及び教育長の期末手当
の減額改定

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

○は賛成　×は反対を表しています審議した議案と各議員の賛否審議した議案と各議員の賛否

全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案

令和２年11月臨時会　表決一覧

議　案　名

和解及び損害賠償額の決定・・・・公用車による人身事故について、和解し、損害賠償額を決定

令和２年12月定例会　表決一覧全会一致で承認・可決した議案全会一致で承認・可決した議案
議　案　名

財産の取得・・・・感染症対策避難所用蓄電池等購入

財産の取得・・・・感染症対策簡易トイレ一式購入

宇美町印鑑条例の一部改正・・・・コンビニ交付サービス導入に伴う印鑑登録証明の申請方法等の改正

令和２年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第２号）・・・・収益的支出28万3000円追加し、計7億2965万1000円

請願・・・・宇美東小学校体育館へのエアコン整備を求める請願

発議・・・・公立小中学校の体育館へのエアコン整備に向けた財政支援の拡充を求める意見書の提出

工事請負契約の議決内容の一部変更・・・・令和２年度桜原小学校外壁等改修工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請負契約額2900万7000円増額し、1億5451万7000円
工事請負契約の議決内容の一部変更・・・・令和２年度宇美中学校体育館外壁等改修工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請負契約額1604万9000円増額し、1億932万9000円

宇美町下水道条例の一部改正・・・・排水設備工事指定工事店の指定及び責任技術者の登録に関する手数料の見直し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　更新手続きを条例に規定

宇美町都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び・・・・特例基準割合を延滞金特例基準割合に改正
宇美町後期高齢者医療に関する条例の一部改正

宇美町手数料条例の一部改正・・・・コンビニ交付サービス導入に伴う印鑑登録証明書及び住民票の写しの
　　　　　　　　　　　　　　　　　交付手数料等の改正

令和２年度　宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）・・・・歳入歳出95万4000円追加し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算総額4億5988万5000円

令和２年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）・・・・歳入歳出257万2000円追加し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算総額40億3915万3000円

令和２年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計・・・・収益的収入16万4000円追加し、計10億970万7000円
　　　　　　補正予算（第１号）　　　　　　　　　　　収益的支出72万8000円減額し、計8億7421万8000円

令和２年度　宇美町一般会計補正予算（第６号）・・・・歳入歳出2億9439万2000円追加し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算総額169億8008万8000円

発議・・・・町長の専決処分に関する条例の制定
　　　　　　（交通事故の場合120万円以下またはその他50万円以下の和解及び損害賠償を専決処分とする）
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町政を問う8人が登壇！一 般質問

白水 英至 議員 7P
◆公共物の管理保全を

南里 正秀 議員 8P
◆一本松公園の有料化を

飛賀 貴夫 議員 9P
◆今後の行政運営は

黒川 　悟 議員 10P
◆空き家対策の進捗は
◆公共工事の平準化を

小林 征男 議員 11P
◆原田地区中越池の立ち入り禁止を

入江 政行 議員 12P
◆コロナ禍で命と健康を守りぬく対
　策を

平野 龍彦 議員 13P
◆コロナに負けない
　リモート（遠隔）行政を

丸山 康夫 議員 14P
◆宇美町公共施設再配置計画 
　一度立ち止まり再検討が必要では

　一
般
質
問
と
は
定
例
会
で
行
わ
れ
、
議
員

が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
の
考
え
方
や
方
針
な
ど
を
問
い
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　年末年始の間、障子岳イルミ
ネーション会から提供されたイル
ミネーションは、宇美町商工会の
皆様により、駅前広場のモニュメ
ントに飾られ、広場を明るく華や
かに彩りました。

駅前広場のイルミネーション
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町政を問う8人が登壇！一 般質問

白水 英至 議員 7P
◆公共物の管理保全を

南里 正秀 議員 8P
◆一本松公園の有料化を

飛賀 貴夫 議員 9P
◆今後の行政運営は

黒川 　悟 議員 10P
◆空き家対策の進捗は
◆公共工事の平準化を

小林 征男 議員 11P
◆原田地区中越池の立ち入り禁止を

入江 政行 議員 12P
◆コロナ禍で命と健康を守りぬく対
　策を

平野 龍彦 議員 13P
◆コロナに負けない
　リモート（遠隔）行政を

丸山 康夫 議員 14P
◆宇美町公共施設再配置計画 
　一度立ち止まり再検討が必要では

　一
般
質
問
と
は
定
例
会
で
行
わ
れ
、
議
員

が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、
町
長
な
ど
の
執
行

機
関
の
考
え
方
や
方
針
な
ど
を
問
い
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　年末年始の間、障子岳イルミ
ネーション会から提供されたイル
ミネーションは、宇美町商工会の
皆様により、駅前広場のモニュメ
ントに飾られ、広場を明るく華や
かに彩りました。

駅前広場のイルミネーション

路
で
あ
る
。
大
雨
の
時
に

は
側
溝
い
っ
ぱ
い
に
水
が

流
れ
、
小
さ
い
子
ど
も
が

流
さ
れ
な
い
か
心
配
の
声

を
聞
く
。

　

ま
た
、
車
の
離
合
で
脱

輪
の
心
配
も
あ
り
、
住
民

が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る

心
配
も
あ
る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
や
グ

レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の
設
置
計

画
は
。

答　

課
長　

既
存
の
Ｕ
字

溝
や
三
面
水
路
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
蓋
や
グ
レ
ー
チ
ン

グ
蓋
を
設
置
す
れ
ば
良
く

な
る
が
、
蓋
を
か
け
る
こ

と
で
歩
行
者
や
車
両
が
通

り
、
老
朽
化
し
て
い
る
側

溝
が
荷
重
に
耐
え
ら
れ
る

の
か
心
配
も
あ
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
側
溝
に

合
う
規
格
品
の
蓋
も
な
く

一
枚
一
枚
作
る
と
相
当
な

金
額
に
な
る
た
め
工
法
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

問　

住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
は
生
活
道

路
の
整
備
も
大
事
だ
と
思

う
。
全
町
を
点
検
し
て
は

ど
う
か
。

答　

学
校
教
育
課
長

　

学
校
保
健
安
全
法
施
行

規
則
に
規
定
。
毎
学
期
一

回
以
上
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
必
要
が
あ
れ
ば

臨
時
に
安
全
点
検
を
行
っ

て
お
り
、
異
常
が
あ
れ
ば

学
校
か
ら
教
育
委
員
会
に

報
告
し
、
点
検
や
修
理
を

依
頼
し
て
対
応
し
て
い
る
。

問　

修
繕
費
の
補
助
金
の

割
合
は
築
年
数
で
決
ま
る

の
か
。

答　

課
長　

学
校
施
設
の

改
善
交
付
金
を
活
用
、
補

助
率
は
３
分
の
１
で
上
限

が
２
億
円
。
老
朽
化
に
伴

う
大
規
模
改
造
は
建
築
後

20
年
以
上
経
過
し
た
建
物

が
対
象
で
建
物
全
体
を
改

修
す
る
必
要
が
あ
る
。

公共物の管理保全を

答 緊急度を優先し積極的に
取り組む

問　

道
路
の
管
理
を
怠
る

と
事
故
や
損
害
賠
償
に
つ

な
が
り
、
莫
大
な
費
用
が

か
か
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

本
町
の
道
路
管
理
は
。

答　

都
市
整
備
課
長

　

路
面
の
ひ
び
割
れ
率
、

横
断
凹
凸
等
の
調
査
分
析

を
行
い
、
補
助
金
や
交
付

金
を
積
極
的
に
活
用
し
、

道
路
整
備
を
し
て
い
る
。

問　

道
路
の
不
備
で
過
去

に
損
害
賠
償
に
つ
な
が
っ

た
例
は
。

答　

課
長　

事
例
と
し

て
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
原

因
で
物
損
事
故
（
町
の
過

失
割
合
50
％
）、
路
線
の

コ
ケ
が
原
因
で
歩
行
者
が

転
倒
（
町
の
過
失
割
合

30
％
）、
グ
レ
ー
チ
ン
グ

の
蓋
が
跳
ね
上
が
り
車
体

を
損
傷
（
町
の
過
失
割
合

１
０
０
％
）
が
あ
る
。

問　

ゆ
り
が
丘
５
丁
目
付

近
の
交
差
点
周
辺
に
は
側

溝
の
蓋
が
付
い
て
な
い
。

　

坂
道
の
た
め
危
険
な
交

差
点
で
高
齢
者
や
子
ど
も

た
ち
が
行
き
か
う
生
活
道

答　

町
長　

住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
・
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
生
活
道
路
の
整
備
は
町

や
住
民
と
っ
て
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

地
域
の
要
望
等
が
多
く

整
備
に
要
す
る
財
源
の
確

保
が
急
務
で
あ
る
が
、
緊

急
度
を
優
先
し
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

建
物
は
管
理
次
第
で

寿
命
は
長
く
な
る
が
、
お

ろ
そ
か
に
す
る
と
修
繕
に

莫
大
な
費
用
を
伴
う
。

　

施
設
の
建
物
や
学
校
の

校
舎
の
管
理
は
。

白水 英至 議員

ゆりが丘５丁目付近の交差点

サビついた屋根の原田小学校校舎
（築30年）
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が
望
ま
し
い
。
岩
盤
地
下

水
販
売
所
付
近
を
想
定
し

て
い
る
。

　

今
後
は
、
地
権
者
を
含

め
関
係
者
の
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
具
体
的
に

計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

町
外
か
ら
の
利
用
者

が
約
８
割
を
占
め
て
い
る

一
本
松
公
園
を
有
料
化
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
町
長

の
見
解
は
。

一本松公園の有料化を

答 早急に具現化したい

南里 正秀 議員

問　

昭
和
の
森
一
本
松
公

園
は
、
現
在
、
一
本
松
側

の
ト
イ
レ
が
生
ま
れ
変
わ

り
、
公
園
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
。

今
年
は
猫
石
側
の
ト
イ
レ

整
備
が
進
め
ら
れ
る
が
、

公
園
全
体
の
再
整
備
計
画

策
定
の
予
定
は
。

答　

都
市
整
備
課
長

　

一
本
松
公
園
基
盤
整
備

懇
談
会
を
５
回
開
催
し
、

多
様
な
意
見
を
聴
取
し
て

い
る
が
、
現
時
点
で
は
全

体
的
な
再
整
備
計
画
は
策

定
し
て
い
な
い
。

　

交
付
金
を
活
用
し
て
ト

イ
レ
の
改
修
工
事
を
先
行

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
資
源
と
し

た
地
域
活
性
化
の
推
進
や

民
間
事
業
者
に
よ
る
管
理

運
営
方
法
の
導
入
な
ど
の

検
討
を
含
め
た
基
盤
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。

問　

再
整
備
を
進
め
る
こ

と
で
、
維
持
管
理
費
の
増

加
の
見
込
み
は
。

答　

課
長　

現
在
の
維
持

管
理
費
は
年
間
約
１
５
０

０
万
円
。
積
算
は
し
て
い

な
い
が
、
今
後
の
整
備
状

況
次
第
で
は
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。

問　

受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
長
く
魅

力
あ
る
公
園
に
し
て
い
く
た

め
に
も
、
駐
車
料
金
を
徴
収

し
、
維
持
管
理
費
の
一
部
に

充
て
て
は
ど
う
か
。

　

参
考
事
例
と
し
て
、
篠

栗
町
の
若
杉
楽
園
キ
ャ
ン

プ
場
で
は
、
令
和
元
年
４

月
か
ら
有
料
化
に
取
り
組

み
、
成
功
を
収
め
て
い
る
。

答　

課
長　

す
で
に
篠
栗

町
観
光
協
会
に
使
用
料
徴

収
に
至
っ
た
経
緯
や
設
置

費
用
、
運
営
上
の
問
題
点

等
を
調
査
し
て
い
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

は
じ
め
、
今
後
、
導
入
に

際
し
て
の
課
題
等
を
調
査

し
た
い
。

問　

カ
ー
ゲ
ー
ト
を
一
か

所
に
集
中
し
て
設
置
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う

が
、
林
道
に
設
置
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

答　

課
長　

設
置
箇
所
と

し
て
は
、
公
園
入
口
付
近

答　

町
長　

公
園
の
有
料

化
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

と
の
調
整
な
ど
問
題
点
も

あ
る
が
、
利
用
し
や
す
い

魅
力
あ
る
公
園
と
し
て
維

持
管
理
し
て
い
く
上
で
非

常
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、

早
急
に
具
現
化
し
た
い
。

篠栗町の若杉楽園キャンプ場カーゲート

岩盤地下水販売所「河
ご う ら

原のしずく」付近 キャンプで賑わう一本松公園
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今後の行政運営は
宇美交番を駅前に移転誘致を

答 県警当局等と調整を図り
速やかに取り組む

問　

縦
割
り
行
政
の
打
破

に
つ
い
て
、
各
課
間
に
見

え
な
い
垣
根
が
あ
り
、
職

員
全
体
に
ま
と
ま
り
が
無

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が

縦
割
り
行
政
の
弊
害
が
出

て
い
る
の
で
は
。

答　

副
町
長　

一
部
の
課

内
部
や
課
と
課
の
間
で
連

携
が
取
れ
て
い
な
い
事
務

事
業
が
在
る
こ
と
は
確
認

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
弊

害
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
改
善
を
行
い
、
時
代

の
変
化
に
応
じ
て
、
臨
機

応
変
に
対
応
す
る
。

問　

某
課
は
相
当
ボ
リ
ュ

ー
ム
が
多
い
事
務
分
掌
を

所
管
し
て
い
る
が
、
そ
こ

に
縦
割
り
行
政
の
弊
害
が

あ
る
の
で
は
。

答　

副
町
長　

事
務
分
掌

の
内
容
、
人
事
配
置
及
び

各
課
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題

と
思
う
。

　

縦
割
り
行
政
の
弊
害
は

是
正
す
る
べ
く
状
況
に
併

せ
、
各
課
間
の
応
援
体
制

を
構
築
し
、
政
策
調
整
監

や
課
長
会
組
織
で
横
断
的

に
対
応
す
る
。

問　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
、
当
町
も
早
急
に
庁

舎
内
及
び
議
会
の
取
組
を
考

え
る
時
期
に
来
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
先
進

技
術
の
活
用
で
、
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
利
便
性
の
向

上
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
役
場
職
員
や
教
育
現

場
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

(

仮
称)

デ
ジ
タ
ル
課
等
の

創
設
に
向
け
て
、
調
査
研

究
費
の
当
初
予
算
へ
の
組

み
込
み
の
考
え
は
。

答　

町
長　

新
た
な
課
を

創
設
す
る
に
は
、
人
的
体

制
や
業
務
内
容
の
見
直
し

な
ど
、
組
織
全
体
を
見
通

し
た
検
討
が
必
要
に
な
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た

今
後
の
国
や
県
の
動
き
を

注
視
し
、
研
究
、
検
討
を

進
め
る
。

問　

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

す
る
こ
と
で
事
務
作
業
が

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
な
る
。

　

行
政
と
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
に
向
け
て
の
考

え
は
。

答　

議
会
事
務
局
長

　

議
長
か
ら
調
査
を
進
め

る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
。

　

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
、
執
行
部
と
協
議
し

な
が
ら
早
急
に
進
め
た
い
。

答　

町
長　

ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
は
、
行
政
と
議
会
に

お
い
て
、
早
急
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
は
、
計
画
的
に
対
応
を

行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
拡
充
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
を
図
る
。

問　

中
国
帰
国
者
定
着
促
進

セ
ン
タ
ー
跡
地
の
活
用
は
。

答　

町
長　

宇
美
町
や
住

民
に
と
っ
て
最
大
限
か
つ

最
善
な
利
用
活
用
が
で
き

る
よ
う
に
、
官
民
問
わ
ず

多
面
的
に
検
討
を
進
め
る
。

問　

一
本
松
公
園
入
口
の

水
販
売
所
の
利
用
状
況
は
。

答　

上
下
水
道
課
長

　

令
和
２
年
４
月
15
日
よ

り
供
用
開
始
し
６
月
15
日

ま
で
無
料
給
水
を
実
施
し

同
月
16
日
か
ら
20
㍑

１
０
０
円
で
販
売
。

　

７
月
か
ら
11
月
ま
で
売

上
合
計
は
、
35
万
３
７
０

０
円
。

　

月
平
均
７
万
７
４
０
円
。

問　

水
の
名
称
と
案
内
板

の
設
置
は
。

答　

課
長　

名
称
を
公
募

し
『
河
原
（
ご
う
ら
）
の

し
ず
く
』
と
決
定
。

　

現
在
、
愛
称
の
デ
ザ
イ

ン
を
作
成
中
で
、
そ
れ
を

基
に
案
内
板
を
作
成
し
て

設
置
場
所
を
検
討
す
る
。

問　

幾
度
と
な
く
宇
美
交

番
の
移
転
建
替
え
の
誘
致

に
つ
い
て
質
し
て
き
た
が

全
く
進
展
も
な
く
、
町
の

動
き
も
な
い
。

　

多
く
の
町
民
が
望
ん
で

お
り
、
宇
美
駅
前
へ
の
誘

致
に
向
け
、
行
政
が
先
頭

に
立
っ
て
行
動
を
起
こ
す

時
期
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答　

町
長　

今
後
、
県
警

当
局
を
は
じ
め
関
係
部
署

等
と
も
調
整
を
図
り
、
速

や
か
に
、
交
番
の
移
設
、

移
管
に
向
け
取
り
組
む
。

飛賀 貴夫 議員
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空き家対策の進捗は

答 一歩でも前進できるよう
取り組む

黒川 　悟 議員

問　

空
き
家
に
は
、
賃
貸

用
、
売
却
用
、
二
次
的
住

宅
（
別
荘
）
に
加
え
、
管

理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

が
あ
る
が
、
地
域
の
景
観

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、

安
全
面
、
衛
生
面
、
治
安

面
か
ら
も
深
刻
な
問
題
が

多
い
。
当
町
の
現
状
は
。

答　

都
市
整
備
課
長

　

平
成
27
年
度
に
各
自
治

会
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

調
査
を
行
い
４
０
０
件
の

空
き
家
を
把
握
し
て
い

る
。

　

そ
の
内
、
解
体
、
居
住
、

売
却
な
ど
で
、
１
４
２
件
約

36
％
は
解
決
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
「
※
特
定
空
家
等
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
空
き

家
は
現
存
し
な
い
。

問　

空
家
対
策
協
議
会
の

現
状
は
。

答　

課
長　

平
成
29
年
3

月
に
空
家
対
策
協
議
会
を

設
置
。

　

同
年
11
月
に
協
議
会
を

行
い
、
宇
美
町
空
家
対
策

等
計
画
を
策
定
。

　

30
年
度
は
協
議
会
を
開

催
し
、
空
き
家
対
策
の
取
組

状
況
等
を
報
告
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の

関
係
で
会
議
を
開
催
し
て

い
な
い
が
、
今
年
度
中
に

は
報
告
を
し
た
い
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
現

状
は
。

答　

課
長　

平
成
30
年
度

に
宇
美
町
空
き
家
バ
ン
ク

を
設
立
し
て
お
り
、
空
き

家
の
売
却
、
賃
貸
等
を
希

望
す
る
所
有
者
か
ら
の
申

込
情
報
を
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
窓
口
等
を
通
じ

て
情
報
提
供
し
、
町
内
不

動
産
業
者
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

登
録
件
数
は
28
件
、
そ

の
内
15
件
約
54
％
は
売
買

等
が
成
立
し
て
い
る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
て
い
る
物
件
は
利

活
用
で
き
る
空
き
家
で
あ

り
、
安
全
・
衛
生
・
景
観

上
問
題
が
あ
る
空
き
家

は
、
住
宅
用
地
特
別
措
置

法
で
固
定
資
産
税
の
減
免

が
あ
る
の
で
、
放
置
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
積
極
的
に
「
特

定
空
家
等
」
の
認
定
を
行

う
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答　

町
長　

空
き
家
等
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
犯
罪

等
の
温
床
や
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
住
民
生
活
に
支
障
を

及
ぼ
し
、
不
安
を
与
え
る

要
因
に
も
な
り
、
重
要
な

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
特
定

空
家
等
」
と
し
て
認
定
す

る
こ
と
は
、
ど
の
基
準
で

認
定
す
る
の
か
難
し
い
。

　

ま
た
、
住
民
生
活
に
直

結
す
る
重
要
な
問
題
で
あ

る
た
め
、
今
後
更
な
る
実

態
把
握
や
情
報
収
集
に
努

め
、
空
き
家
の
抑
制
、
解

消
に
向
け
一
歩
で
も
前
進

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

公
共
工
事
の
平
準
化
を

問　

地
域
を
守
る
建
設
土

木
の
担
い
手
を
育
て
る
公

共
工
事
の
平
準
化
を

答　

町
長　

公
共
工
事
の

平
準
化
に
つ
い
て
は
、
円

滑
な
施
工
が
で
き
る
こ
と

に
加
え
、
工
事
量
が
安
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
工
事

の
従
事
者
の
処
遇
改
善
や

経
営
健
全
化
、
品
質
確
保

に
も
つ
な
が
る
。

　

契
約
方
法
を
は
じ
め
、

当
町
に
適
し
た
発
注
方
法

を
検
討
し
、
平
準
化
に
寄

与
す
る
手
法
を
前
向
き
に

進
め
て
い
き
た
い
。

※
特
定
空
家
等
と
は

　

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、

倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
状

態
、
著
し
く
衛
生
上
有
害
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
、

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
り
著
し
く
景

観
を
損
な
っ
て
い
る
状
態
等

に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
空
き

家
の
こ
と
。
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子どもたちが春や夏時期に遊びに来る危険な中越池

た
。
こ
の
法
を
基
に
進
め

れ
ば
、
今
年
度
内
に
譲
渡

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

問　

国
へ
の
譲
渡
申
請
は

出
し
た
の
か
。

答　

課
長　

早
急
に
譲
渡

申
請
書
を
国
に
提
出
す
る
。

問　

中
越
池
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
春
や
夏
時
期

問　

原
田
地
区
の
中
越
池

を
水
源
と
す
る
水
利
権
者

か
ら
、
田
畑
を
耕
作
し
な

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

水
利
権
放
棄
の
申
し
入
れ

が
町
に
来
て
い
る
の
で
は
。

答　

環
境
農
林
課
長

　

中
越
池
を
水
源
と
す
る

農
地
は
な
い
。

　

水
利
権
放
棄
の
申
請
は
受

理
し
て
お
り
、
現
在
は
水
利

権
が
絡
む
制
限
は
な
い
。

問　

中
越
池
は
、
現
在
福

岡
財
務
支
局
の
管
轄
だ

が
、
今
後
は
国
か
ら
町
へ

の
払
い
下
げ
の
依
頼
は
。

答　

課
長　

水
源
と
し
て

の
機
能
は
な
い
が
、
町
と

し
て
は
有
効
活
用
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
国
と
の
譲
渡
協

議
を
進
め
て
い
る
。

問　

国
と
の
譲
渡
協
議
の

進
み
具
合
は
。

答　

課
長　

昨
年
７
月
に
、

た
め
池
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
防
災
上
の

観
点
か
ら
管
理
者
を
明
確

に
し
、
調
査
、
耐
震
工
事
、

保
全
を
す
る
こ
と
に
な
っ

に
遊
び
に
来
る
た
め
、
以

前
か
ら
立
ち
入
り
禁
止
を

町
に
要
望
し
て
い
た
。

 

国
か
ら
の
譲
渡
と
な
っ

た
場
合
、
町
で
管
理
を
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
そ
の
対
策
は
。

答　

課
長　

中
越
池
は
危

険
で
あ
る
た
め
、
安
全
対

策
は
今
後
検
討
を
す
る
。

原田地区中越池の
立ち入り禁止を
答 安全対策を検討する

小林 征男 議員

障
子
岳
南
の
住
宅
陥
没
は

炭
鉱
掘
削
が
原
因
で
は

問　

障
子
岳
南
３
丁
目
に

あ
る
住
居
６
軒
が
、
毎
年

と
こ
ろ
構
わ
ず
陥
没
を
し

て
い
る
。
町
に
は
当
時
の

石
炭
採
掘
鉱
業
所
の
資
料

を
渡
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
の
調
査
結
果
は
。

答　

都
市
整
備
課
長

　

現
在
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ（
独

立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ

ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
）

に
特
定
公
害
の
調
査
を
依

頼
し
て
い
る
が
、
結
果
が

わ
か
り
次
第
報
告
を
す
る
。

問　

ど
ち
ら
の
鉱
業
所
が

こ
の
地
区
の
坑
道
を
掘
っ

た
の
か
。

答　

課
長　

ど
こ
の
鉱
業

所
の
坑
道
か
は
、
調
査
報

告
が
来
て
お
ら
ず
不
明
。

問　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
か
ら

の
調
査
結
果
報
告
は
、
い

つ
に
な
る
の
か
。

答　

課
長　

坑
道
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有

者
に
、
近
日
中
に
直
接
報

告
が
で
き
る
と
思
う
。
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コロナ禍で命と健康を
守りぬく対策を
答 相談者のニーズに応じて
対応を行っている

入江 政行 議員

問　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
い

う
全
身
筋
力
低
下
が
起
こ

る
こ
と
は
、
加
齢
や
疾
患

に
よ
り
筋
肉
量
や
食
事
、

特
に
筋
肉
を
作
る
た
ん
ぱ

く
質
の
摂
取
量
が
減
少
す

る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
外

出
を
自
粛
、
運
動
す
る
機

会
も
な
く
、
買
物
も
行
か

な
く
な
り
、
簡
単
な
食
事

で
済
ま
せ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
弊
害
で
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
を
発
症
し
認
知
症

へ
と
繋
が
る
。

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
発
症

事
例
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
認
知
症
へ
と
繋
が

る
が
対
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
。

答　

健
康
福
祉
課
長

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
発
症

事
例
の
報
告
は
受
け
て
い

な
い
。

　

要
因
に
つ
い
て
は
、
十

分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い

部
分
が
あ
り
、
た
ん
ぱ
く

質
の
摂
取
不
足
等
に
よ
る

低
栄
養
や
、
糖
尿
病
等
の

生
活
習
慣
病
と
の
関
連
が

大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
、
筋

肉
や
筋
力
が
減
少
し
、
転

倒
骨
折
の
大
き
な
リ
ス
ク

に
な
り
、活
動
性
が
低
下
、

認
知
機
能
も
低
下
す
る
。

　

予
防
対
策
と
し
て
は
業

務
委
託
し
て
い
る
社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
が
自
宅
を
訪

問
し
て
、
認
知
症
予
防
の
脳

ト
レ
の
教
材
、
筋
力
ア
ッ
プ

の
教
材
等
を
配
付
。

　

そ
の
ほ
か
、
在
宅
高
齢

者
の
栄
養
状
態
改
善
や
要

介
護
状
態
を
引
き
起
こ
す

疾
患
の
予
防
の
取
組
と
し

て
、
栄
養
改
善
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
健
診
結
果
で
体

重
の
変
化
等
が
み
ら
れ
る

方
、
低
栄
養
が
疑
わ
れ
る

高
齢
者
に
対
し
て
、
管
理

栄
養
士
が
個
別
指
導
等
を

行
っ
て
い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

済
困
窮
の
広
が
り
は
、
命

と
健
康
を
脅
か
し
て
い
る
。

　

全
日
本
民
主
医
療
機
関

連
合
会
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

起
因
と
し
た
困
窮
事
例
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
相
談

時
点
で
非
正
規
雇
用
層
の

所
持
金
が
わ
ず
か
な
事
例

も
多
く
、
保
険
料
の
滞
納

で
手
元
に
保
険
証
が
な

い
、
資
格
証
明
書
、
無
保

険
も
多
く
、
受
診
を
控
え

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
雇
用
と
生
活
の
破
壊

は
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
生
活
保
護
申
請

を
簡
素
化
し
、
た
め
ら
わ

ず
利
用
で
き
る
制
度
に
す

る
こ
と
や
高
す
ぎ
る
国
民

健
康
保
険
料
を
引
き
下
げ
、

減
免
制
度
の
拡
充
な
ど
が

言
わ
れ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
困
窮

者
が
命
と
健
康
を
脅
か
さ

れ
て
い
る
が
、
対
策
は
講

じ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　

課
長　

保
健
師
が
行

う
保
健
指
導
等
の
際
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
経
済
的

に
お
困
り
の
方
の
中
に

は
、
医
療
費
が
惜
し
い
と

言
わ
れ
る
方
も
い
る
が
、

病
気
の
重
症
化
予
防
の
た

め
に
は
、
受

診
の
継
続
が

必
要
で
あ
る

こ
と
を
説
明

し
、
理
解
を

促
し
て
い
る
。

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ

て
病
院
受
診
を
控
え
て
い

る
と
い
う
相
談
が
あ
っ
た

際
に
は
、
無
料
ま
た
は
低

額
な
料
金
で
行
う
無
料
低

額
診
療
事
業
が
あ
り
、
実

施
医
療
機
関
を
案
内
し
て

い
る
。

　

生
活
が
困
窮
し
て
い
る

世
帯
か
ら
、
就
労
、
家
計
、

生
活
全
般
の
相
談
が
あ
っ

た
際
に
は
、
福
岡
県
が
委

託
し
て
い
る
自
立
支
援
相

談
事
務
所
困
り
ご
と
相
談

室
を
紹
介
し
、
生
活
相
談

の
専
門
員
へ
の
相
談
を
促

し
て
い
る
。

　

生
活
の
立
て
直
し
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
は
、
生

活
保
護
の
申
請
と
な
り
、

町
で
申
請
受
付
を
し
、
県

の
福
祉
事
務
所
が
決
定
す

る
流
れ
と
な
る
が
、
事
務

を
迅
速
に
行
い
早
急
に
申

請
の
結
果
が
出
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。
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問　

※

仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
技
術
の
導
入
に
よ
り
、

柔
軟
な
働
き
方
を
誘
因
す

る
職
員
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
（
遠
隔
勤
務
）
化
の
準

備
を
す
べ
き
で
は
。

答　

総
務
課
長　

国
・
県

か
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
等
指
導
の
も
と
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

手
法
を
検
討
す
る
。

問　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
と

連
動
す
る
。
来
年
３
月
か

ら
健
康
保
険
証
と
し
て
も

活
用
が
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
普
及
率
向
上
の
た
め
、

本
町
独
自
の
制
度
を
。

答　

住
民
課
長　

マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
を
推

進
す
る
広
報
を
集
中
的
に

行
う
ほ
か
、
未
取
得
者
に

対
し
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き

交
付
申
請
書
の
個
別
送
付

を
実
施
す
る
。

　

交
付
窓
口
は
、
土
日
と

夜
間
の
開
設
日
を
増
や
す

等
、普
及
率
向
上
に
向
け
、

様
々
な
整
備
拡
充
を
図
っ

て
い
く
。

問　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
書
類
の
作
成
は
大
半

が
定
型
化
さ
れ
た
作
業
と

な
っ
て
い
る
。
職
員
の
働

き
方
の
見
直
し
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
、
ふ
る
さ
と

納
税
業
務
の
効
率
性
を
高

め
る
定
型
自
動
入
力
業
務

の
導
入
を
。

答　

ま
ち
づ
く
り
課
長　

　

先
進
地
の
情
報
を
収
集

し
、
費
用
に
つ
い
て
も
検

証
の
上
、
代
行
業
務
に
委

託
し
て
い
る
事
務
を
精
査

す
る
な
ど
、
調
査
・
研
究

を
す
る
。

問　

入
園
者
の
利
用
調
整

や
決
定
通
知
送
付
に
時
間

を
要
し
て
い
る
保
育
所
入

所
選
考
業
務
に
Ａ
Ｉ
を
導

入
し
、
保
護
者
へ
の
合
否

の
早
期
連
絡
と
職
員
の
負

担
軽
減
を
す
べ
き
で
は
。

答　

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　

１
件
ず
つ
電
話
を
す
る

な
ど
保
育
所
利
用
調
整

は
、　

延
べ
１
２
５
時
間

費
や
し
て
い
る
。
先
進
地

事
例
を
参
考
に
当
町
に
即

し
た
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
調

査
・
研
究
を
す
る
。

問　

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

る
に
は
、
組
織
機
構
内
に

企
画
立
案
を
実
行
で
き
る

専
門
職
員
が
必
要
。
県
内

の
大
学
及
び
高
等
学
校
情

報
工
学
科
等
か
ら
の
雇
用

環
境
を
整
え
、
知
見
を
有

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
募
集

を
図
る
べ
き
で
は
。

答　

総
務
課
長　

知
識
を

持
っ
た
若
い
人
材
は
必
要

不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
業
務
委
託
や
職
員

の
研
修
、
専
門
機
関
と
の

提
携
等
を
検
討
す
る
。

問　

新
宮
町
、
粕
屋
町
、
篠

栗
町
の
３
町
は
、
議
会
中
継

及
び
録
画
配
信
が
行
わ
れ
て

お
り
、
議
会
本
会
議
の
リ

モ
ー
ト
中
継
に
よ
る
傍
聴
参

加
が
で
き
て
い
る
。

　

新
た
な
生
活
様
式
で

は
、
人
同
士
の
非
接
触
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
議
会
の
ラ
イ
ブ
配

信
を
す
べ
き
で
は
。

答　

課
長　

定
例
会
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
は
技

術
的
に
は
可
能
だ
が
、
先

進
自
治
体
の
事
例
を
調
査

し
、
本
町
の
情
報
公
開
条

例
に
照
ら
し
合
わ
せ
る

等
、慎
重
に
検
討
を
す
る
。

問　

篠
栗
町
は
、
議
案
書

等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
既
に

実
現
し
、
本
会
議
は
リ

モ
ー
ト
中
継
し
て
い
る
。

本
町
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
な

い
リ
モ
ー
ト
行
政
を
。

答　

町
長　

ペ
ー
パ
レ
ス

化
を
含
め
て
、
議
会
・
行

政
の
リ
モ
ー
ト
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
。

コロナに負けない
リモート（遠隔）行政を
答 デジタル化を進める

平野 龍彦 議員

※
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
技

術
と
は

　

接
続
元
（
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
職
員
）
の
Ｐ
Ｃ
か
ら

の
閲
覧
は
、
い
つ
で
も
ど

こ
か
ら
で
も
可
能
だ
が
、

デ
ー
タ
は
す
べ
て
サ
ー
バ

ー
側
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、

接
続
元
の
Ｐ
Ｃ
側
に
は
一

切
画
像
は
残
ら
な
い
技
術
。

　

万
が
一
接
続
元
の
Ｐ
Ｃ

が
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
し
て

も
仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
自

体
に
影
響
は
な
く
、
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
導
入
の
方
法

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
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宇美町公共施設再配置計画
一度立ち止まり再検討が必要では

答 状況変化に応じて
見直すなど柔軟に対応

丸山 康夫 議員

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
い
つ
ま
で
続

く
か
わ
か
ら
な
い
不
安
な

状
況
下
で
、
７
月
以
降
女

性
の
自
殺
率
が
80
％
も
増

加
す
る
な
ど
、
社
会
の
ひ

ず
み
が
社
会
的
弱
者
に
突

き
刺
さ
っ
て
い
る
。

　

働
く
婦
人
の
家
は
、
こ

れ
ま
で
女
性
の
社
会
進
出

を
支
え
、
町
の
生
涯
学
習

推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

働
く
婦
人
の
家
の
事
業

及
び
機
能
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
課
長　

　

事
業
は
、
サ
ー
ク
ル
や

団
体
へ
の
貸
館
事
業
、
男

女
共
同
参
画
講
演
会
の
開

催
、
各
種
講
座
の
開
催
、

自
主
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援

等
39
事
業
を
予
定
し
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
大
半
は
実
施
で
き
て

い
な
い
。

　

機
能
と
し
て
は
、
男
女

共
同
参
画
を
行
い
な
が
ら
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
や

講
座
等
を
開
催
し
、
生
涯

学
習
を
推
進
す
る
こ
と
。

問　

働
く
婦
人
の
家
は
２

年
３
ヶ
月
後
に
指
定
管
理

者
と
の
契
約
が
切
れ
た
時

点
で
廃
止
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

管
財
課
長　

令
和
４

年
度
を
も
っ
て
内
部
機
能

の
移
転
を
行
っ
た
後
、
施

設
自
体
は
廃
止
し
民
間
へ

の
売
却
を
検
討
す
る
。

　

民
間
へ
の
売
却
は
土
地

と
建
物
を
合
わ
せ
て
、
現

状
で
の
売
渡
を
想
定
し
て

い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が

未
だ
見
え
な
い
中
で
、
今

後
状
況
を
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問　

今
後
、
働
く
婦
人
の

家
で
行
っ
て
い
る
事
業
や

機
能
の
移
転
及
び
、
職
員

の
処
遇
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　

ま
ち
づ
く
り
課
長　

　

こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
せ
る
形
で
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
委
託
を
視

野
に
入
れ
、
移
転
後
も
事

業
や
機
能
を
維
持
し
た
い
。

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
移
転
先
及
び
移
転

後
の
運
営
方
針
は
。

答　

課
長　

移
転
先
は
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
１
階

の
飲
食
ス
ペ
ー
ス
か
、
住

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
検

討
し
て
い
る

　

生
涯
学
習
の
ノ
ウ
ハ
ウ

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

を
つ
な
ぎ
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
委
託
を
視
野
に

い
れ
、
直
営
と
委
託
の
両

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

う
み
ハ
ピ
ネ
ス
の
こ

ど
も
教
育
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
化
に
伴
い
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
移
転
す

る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
あ

る
が
、
ど
こ
に
移
転
す
る

の
か
。

答　

健
康
福
祉
課
長

　

現
在
検
討
中
で
、
２
月

の
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

で
報
告
す
る
。

問　

宇
美
南
中
学
校
の
廃

止
も
計
画
に
上
が
っ
て
い

る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
及
び
方
針
は
。

答　

学
校
教
育
課
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
学
校
施
設
の
統
廃
合

を
安
易
に
進
め
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

来
年
度
に
教
育
委
員
会

の
諮
問
機
関
を
設
置
し
検

討
を
進
め
る
。

問　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
廃
止
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

方
針
は
。

答　

管
財
課
長　

令
和
９

年
度
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
浴
室
以
外
の
部
分
を
小
学

校
の
空
き
教
室
に
分
散
し
機

能
移
転
を
進
め
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
や
、
う

み
ハ
ピ
ネ
ス
の
こ
ど
も
教

育
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
化

に
加
え
、
宇
美
南
中
学
校

や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

廃
止
問
題
が
複
雑
に
絡
み

合
う
中
で
施
設
再
配
置
計

画
を
強
引
に
進
め
ず
、

い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
再

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

答　

町
長　

状
況
の
変
化

が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
都

度
見
直
す
柔
軟
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　町で大規模な災害等が発生した場合に、宇美町議会
が果たすべき役割を整理するため、本委員会で協議を
行ってきた結果、令和２年12月に要綱及び行動マニュ
アルを制定した。
　内容は、町民の安全の確保、早期復旧・復興のため、
災害時には町災害対策本部と連携、災害対応を側面か
ら支援し、復旧時には国・県等に要望活動を行うこと
などを明記し、議員が一丸となって災害に対応できる
体制を整えた。

　当町の学校教育の現場では、ＧＩＧＡスクール構想
で町立全ての小中学校にＩＣＴ環境を整備し、11月26
日(木)に桜原小学校でＩＣＴを活用したオンラインに
よる研究発表会、12月３日(木)に原田小学校で福岡地区
学校図書館研究大会(リモート参観)が実施され、厚生文
教常任委員会で視察した。
　原田小学校の図書館教育において、子どもたちは「調
べる学習コンクール」で上位入賞者が多く、町立図書館
と学校図書館との連携ができていると感じた。
　また、今回の視察ではこれまで宇美町が取り組んで
きた教育環境、特にＩＣＴ関連の整備状況に注目した。
　コロナ禍での研究大会となり、録画によるリモート
参観が行われ、そこで活躍したのが65型の大型モニ
ター。また、全ての教室に50型の４Ｋテレビの配置も完
了していた。さらに、放送機材も一新しコロナ禍での教
育環境を充実することができていた。
　このようにスピード感を持って取り組んできた宇美
町のＩＣＴ教育環境は、県下でもトップクラスになっ
たと実感した。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、宇美町役場で
行われる確定申告の受付方法が変更される。
　令和２年は当日先着100名まで整理券を配布していたが、
令和３年は当日受付は行わず、専用電話にて来場する日時
を事前に予約する方法に変更する。
　毎回多数の申請者が順番待ちをしていたが、この変更に
より密の状態を極力回避したい。

Topics
令和３年確定申告特設会場における受付方法の変更
税務課報告

総務建設
常任委員会

Topics

宇美町の※ＩＣＴ教育環境は県下トップクラスに
学校訪問

厚生文教
常任委員会

Topics
宇美町議会災害対策委員会要綱・
災害時等行動マニュアルを制定

議会改革調査
特別委員会

2018年７月６日の豪雨災害の様子

大型モニターを使った録画によるリモート参観の様子
各教室の左上には50型の４Ｋテレビも設置

一人一台パソコンの導入
が完了し、調べる学習コ
ンクールで使っていた図
鑑や百科事典はこれまで
貸出しができなかった
が、町立図書館が導入す
る電子書籍と連携し、い
つでもどこでも見ること
が可能になる。

※ＩＣＴとは、「Information and Communication Technology」の
略語で、日本語では「情報通信技術」と呼ばれている。ＩＣＴ教育は、
文部科学省が2019年末に「ＧＩＧＡスクール構想」を示したことから、
国の方針として各校での導入が急務となっている。

桜原小学校・原田小学校の研究発表会を視察

宇美町役場
ホームページ
宇美町役場
ホームページ
確定申告・町県民税申告の
お知らせのページへ

確定申告・町県民税申告の
お知らせのページへ
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　町で大規模な災害等が発生した場合に、宇美町議会
が果たすべき役割を整理するため、本委員会で協議を
行ってきた結果、令和２年12月に要綱及び行動マニュ
アルを制定した。
　内容は、町民の安全の確保、早期復旧・復興のため、
災害時には町災害対策本部と連携、災害対応を側面か
ら支援し、復旧時には国・県等に要望活動を行うこと
などを明記し、議員が一丸となって災害に対応できる
体制を整えた。

　当町の学校教育の現場では、ＧＩＧＡスクール構想
で町立全ての小中学校にＩＣＴ環境を整備し、11月26
日(木)に桜原小学校でＩＣＴを活用したオンラインに
よる研究発表会、12月３日(木)に原田小学校で福岡地区
学校図書館研究大会(リモート参観)が実施され、厚生文
教常任委員会で視察した。
　原田小学校の図書館教育において、子どもたちは「調
べる学習コンクール」で上位入賞者が多く、町立図書館
と学校図書館との連携ができていると感じた。
　また、今回の視察ではこれまで宇美町が取り組んで
きた教育環境、特にＩＣＴ関連の整備状況に注目した。
　コロナ禍での研究大会となり、録画によるリモート
参観が行われ、そこで活躍したのが65型の大型モニ
ター。また、全ての教室に50型の４Ｋテレビの配置も完
了していた。さらに、放送機材も一新しコロナ禍での教
育環境を充実することができていた。
　このようにスピード感を持って取り組んできた宇美
町のＩＣＴ教育環境は、県下でもトップクラスになっ
たと実感した。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、宇美町役場で
行われる確定申告の受付方法が変更される。
　令和２年は当日先着100名まで整理券を配布していたが、
令和３年は当日受付は行わず、専用電話にて来場する日時
を事前に予約する方法に変更する。
　毎回多数の申請者が順番待ちをしていたが、この変更に
より密の状態を極力回避したい。

Topics
令和３年確定申告特設会場における受付方法の変更
税務課報告

総務建設
常任委員会

Topics

宇美町の※ＩＣＴ教育環境は県下トップクラスに
学校訪問

厚生文教
常任委員会

Topics
宇美町議会災害対策委員会要綱・
災害時等行動マニュアルを制定

議会改革調査
特別委員会

2018年７月６日の豪雨災害の様子

大型モニターを使った録画によるリモート参観の様子
各教室の左上には50型の４Ｋテレビも設置

一人一台パソコンの導入
が完了し、調べる学習コ
ンクールで使っていた図
鑑や百科事典はこれまで
貸出しができなかった
が、町立図書館が導入す
る電子書籍と連携し、い
つでもどこでも見ること
が可能になる。

※ＩＣＴとは、「Information and Communication Technology」の
略語で、日本語では「情報通信技術」と呼ばれている。ＩＣＴ教育は、
文部科学省が2019年末に「ＧＩＧＡスクール構想」を示したことから、
国の方針として各校での導入が急務となっている。

桜原小学校・原田小学校の研究発表会を視察

宇美町役場
ホームページ
宇美町役場
ホームページ
確定申告・町県民税申告の
お知らせのページへ

確定申告・町県民税申告の
お知らせのページへ

令和３年２月15日発行
うみ議会だより No.80
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議会傍聴メーター
2018年3月議会から
議会傍聴に来られた
人数です。

宇美町の歴史を見つめてこられた方々に
スポットを当てることにしました。
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「縁の下の力持ち」
井野小おやじの会

会長 髙橋紳章さん（68歳）

次回の議会は、3月3日に開会予定です。

12月議会では17名が傍聴に来られました。

議会を傍聴しませんか！

議会は年４回（３月・６月・９月・12月）に定例議会が開かれます。
役場３階の傍聴席入口で住所・氏名を記入し、ご入場ください。

議会からのお知らせ

井野小おやじの会をとても頼りにしておられる遠藤校長先生

▲デイキャンプ
　キャンプファイヤーの様子

◀【井野小おやじの会寄贈品】
　初創作のコーナーウッドラック

　井野小おやじの会は、平成13年6月発足。現
在の会員数は約80名で保護者と保護者ＯＢで構
成されています。子どもたちの学校生活を見て
もらうために、忙しいお父さんたちに学校行事
への参加を呼びかけ、学校や保護者を支える縁
の下の力持ち的な役割を担っている会です。

　髙橋会長は、井野小学校のＰＴＡ会長時に井野小
おやじの会を創立されました。
　おやじの会会長に就任して約20年目。入学式には
保護者にチラシを配布して、会への入会を呼びかけ
ています。
　通称「おやじの会」の主な活動内容は、校庭横の竹
やぶの草刈りや、デイキャンプで子どもたちと一緒に
飯ごう炊飯やキャンプファイヤーをしたり、井野小
フェスタでは手作りカレーを振る舞ったり、ほんげん
ぎょうのやぐら作りなどをされています。
　男性パワーをもって、保護者や学校と連携しなが
ら、子どもたちが学校生活を楽しく過ごせるよう支援さ
れています。会員同士は、わきあいあいとしているそう
で、参加できる時間帯や役割の中で、子どものために
力になれることを心がけながら活動されています。
　また、保護者や学校からの相談にも対応されるな
ど、学校・地域・保護者３者のチームワークの良さを
感じました。

シリーズ第12弾

デイキャンプ　飯ごう炊飯の様子

た か   は し   の ぶ   あ き

宇美町議会では新型コロナウイルス感染症対策に取り組んでいます。


